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中津川市役所 定住推進部 市民協働課 

℡６６－１１１１ （内線３２５） 

絆 
 

地域の未来を考え、 

行動していきたい 

地域を支え合うための 

新しい組織を立ちあげた

い！ 

 

みんなが楽しめる 

空間を作りたい！ 

知ってもらいたい！ 

 

 

地域の資源をもっと 

知ってもらいたい！ 

 

 

 



 



■絆づくり部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者名 ページ

1 中津西 中津西地区自主防災研究会 中津西地区自主防災力強化事業 青木　完治 2

2 中津東 子野区歴史勉強会 子野区の昔ばなし 原　逸郎 4

3 苗木 なえぎ城山レディース 苗木城跡おもてなしマルシェ 加藤　かな子 6

4 苗木 苗木城跡を世界に広める会 ホームページによる苗木城跡の情報発信 水野　誠 8

5 坂本 坂本をもっと知ろう会 坂本の文物を地域の皆さんにお知らせする事業 江碕　良彦 10

6 坂本 あぶくたったの会 保育園、幼稚園等における絵本の集団読み聞かせ、学校茶道、花壇の整備 田中　孝一 12

7 落合 御殿山太鼓「男波」 地域行事の活性化と御殿山太鼓の保存と伝承 松原　勇気 14

8 落合 落合マレットゴルフ愛好会 マレットゴルフの普及を通して高齢者の 居場所と健康づくり事業 井口　篤 16

9 阿木 阿木村づくり塾 阿木の個性の掘り起しと魅力発信 鈴木　利之 18

10 山口 馬籠地域づくり推進協議会 竹のあかりプロジェクト事業 大脇　和人 20

11 坂下 パンジー坂下 中高年のためのなるこ踊り 宮下　邦子 22

12 川上 カワカツ 川上の田舎と自然を楽しむ活動 橋本　あみる 24

13 加子母 はっぴーたーん 地域を創るママ力向上事業 小島　未来 26

14 加子母 日赤奉仕団加子母無線分団 アマチュア無線による地域活性化と防災のためのネットワーク構築事業 伊藤　義彦 28

15 付知 付知　ＢＬＡＣＫ　　ＢＥＥ 　ＣＬＵＢ ハイバチで地域づくり～食文化を次世代に繋ぐ～ 早川　利廣 30

16 福岡 秀吉の切り株保存会 秀吉の切り株保存事業 駒田　義明 32

17 蛭川 わくわく組合 もりのままっこ（子育てサロン）＆自然体験塾 古田　浩之 34

18 蛭川 蛭音　コネクト 蛭音祭（ひるおんさい） 玉谷　正幸 36

■立ち上げ部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者 ページ

1 フラワーオブライフin中津川 命と食の大切さをつなぐ 長谷川　美佳 38

2 四ツ目川の桜と環境の会 四ツ目川の桜と環境の整備 柘植　龍雄 40

～　目次　～
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平成 30年度活動報告（写真） Ｈ31年 2月 

     
4月 12日桜公園 桜祭り         4月 29日バスのお客様 おもてなし 

       

5月 20日 無料デー           6月 24日新城市軽トラ市見学 

   

         

     8月 14日あんどん祭り         10月 20日苗木城まつり 

 

      

 10月 21日城好きの昇太さんと       金山城「山城に行こう！」可児へ 
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人（ 人）

ホームページによる苗木城跡の

情報発信

円 平成 30 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 31 　　年 3 月 5 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

HP用苗木城跡撮影・掲載随時（Facebook・instagram掲載）

手作りあんどん・写真募集・交換・展示

苗木城赤壁伝説絵巻販売・英語版作成中

イベント計画・参加（缶バッチ販売）、まち協・がんサポ等随時

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成  30年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なえぎじょうせきをせかいにひろめるかい 地域名

団体名 苗木城跡を世界に広める会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな みずのまこと

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
水野誠

事業名

事
業
分
類

番号 2 活
動
分
野

4番号

事

業

内

容

事業の目的

　地元苗木の人達に苗木城跡の良さを再認識し、理解して貰う。

具体的な活動内容

苗木城跡の撮影及びHPに随時掲載。Facebook活用による情報発信（同名タイトル。苗木区民のファン
を増やす（正会員・サポート会員募集）。あんどん掲示用の写真募集（区民）。大型あんどん展示苗木
交流センター・ふれあいプラザ（あんどん祭りに出展）。協動・区長会、まち協、城山レデース、ほっと
しょくらぶ、市広報他、写真提供等。苗木城伝説絵巻販売、英語版作成中。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

正会員が24人サポート会員62人（ほぼ継続）。訪問31,429人⇒48,945人ＰＶ189,606⇒245,207。掲載枚
数2,502枚⇒2,808枚。Facebook・Instagram連携継続、あんどん展示・苗木交流センター・ふれあいプラ
ザ・苗木城三の丸。ほっとしょくらぶ写真掲示6パネル（継続）。中津川市写真提供（HP、市議会）NHK
（空撮動画：大塚さん）苗木城写真紹介。遠山史料館写真提供２０枚（継続）。苗木城伝説絵巻販売（ま
ち協・元越・他6店）・英語版作成中。ホームページでの販売開始（絵巻）。サーバー強化（HD ->
SSD）。

今後の展開（自立に向けた活動）

HPの訪問数の増加。サポート会員の継続及び新規の会員募集。クラウドの新規顧客開拓。写真提
供、展覧会等での利益。苗木城伝説絵巻の継続販売による利益の確保。缶バッチの開発販売。岐阜
の宝物認定による活動要請が予想されるので対応する。新規土産物の開発。ホームページでの販売
拡大。

120

238,210

苗木

86

120
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大型あんどん展示
ＨＰ訪問

NHK放映

ほっとしょくらぶ写真掲示（継続）

土産物作成販売（継続）

サーバー強化 360度カメラ購入

英語版絵巻作成中

（写真選定） （吹き出し文字消去）

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

ＨＰ写真掲載全部・2808

枚（今年306枚）
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人（ 人）

円 平成 30　　年 ６ 月 1 日から

( 円） 平成 31　　年 3 月 27 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

現地調査（随時）

会合（毎月） 文化遺産保存会部室での編集作業（随時）

聞き取り調査（随時） 補足説明分の加筆修正

製本

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

                             ※この様式は活動事例集として編集しますので変更しないでください

(  ３０  )年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな がんばるちいきさぽーとじぎょう 地域名 中津 地区

団体名 がんばる地域サポート事業 会員数 80 　人

ふりがな
えさきよしひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

54 54

代表者名
江碕　良彦

事業名 がんばる地域サポート事業

総事業費 211,680
実施期間

内（補助金額） 200,000

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

番号 ⑩

事

業

内

容

事業の目的

坂本の文物等を地域にお知らせし、より深く知ることで郷土を知り、地域愛を育
み、コミュニティの発展と強化を目指す
坂本の先人や公的機関等が発行された文物が、地域の皆さんにお知られされず
眠ってしまっております。それらの書籍等を再発行し、文献・資料として活用し、よ
り郷土への理解や愛情を深める一助とするものです。

主な活動の流れ

地域の活動団体が研究された資料を再調整の上、編集し製本し、坂本公民館等の公共施設に配布
し区民の方々に見ていただきます。
　①現地を調査しそのいわれや歴史を現地の人に聞き合わせる
　②資料を探し紐解く
　③得た資料や情報を元に精査する

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

完成した「坂本記録写真集」は膨大な資料の写真集1冊にまとめる難しさもあり、
時間的に完成できないのではないかと危惧しました。
情報が少ない史跡は文献と現地や写真が一致せず再度調査が必要だったもの
もあります。。

今後の展開（自立に向けた活動）

過去、教育とその上での人づくりを重視してきたことが、今の坂本地域の根源となっています。このこ
とは今後とも地域の中心課題として進めていきます。

kyodo-p
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編集の様子

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 30 　　年 5 月 31 日から

( 円） 平成 31 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

４月 ８月 11月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

５月 ７月

・ふるさと祭り
・バザー出店

（準備したが中止）

・八幡神社祭典
・文化連発表会
・地元芸能祭

10月

番号

松原　勇気

事業名

事
業
分
類

⑩

□新曲の練習を始めております
□新メンバーは、小学生２名、中学生１名、成人２名（全員女性）で基礎から練習しています
□おいでん祭参加の門扉が狭くとても残念です。
□落合みこしに数名参加しました

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名

事

業

内

容

･がんサポ審
査会

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

・ぼんてん祭

３月

□太鼓の購入
□衣装の購入
□女性太鼓を｢女波｣としてデビューさせる（年齢にバラつきがあるので、パートを考える）
□施設訪問もお声賭け下されば協力します
□がんサポは、太鼓を揃える大きな力となりました。一層努力を重ね地域行事に参加をします

・ぼんてん祭18人
・八幡神社　18人
・地元芸能祭 18人
・公民館祭り 18人

411,896

御殿山太鼓保存と各イベントの
協力

・文化連発表会　5人
・ふるさと祭り　中止
・バザー　中止
・草刈　6人

今後の展開（自立に向けた活動）

地区

　人

　御殿山太鼓の伝承と保存を基に地域文化の発展に貢献することを目的とする。
　太鼓での参加以外でも積極的に地域行事に協力する。
　「男性だけの太鼓」とは別に、女性太鼓や子供太鼓の立ち上げを視野に会員の拡大を計る。

具体的な活動内容

□週に一度の練習　　　　　　　　　　　　　　□新曲の作調と練習
□女性、子供の募集　　　　　　　　　　　　　□文化連の参加と協力
□落合ふるさと祭り、バザー協力（準備はしていたが台風のため中止）
□各イベントや落合川清掃への参加

108

落合

18

83

平成３０年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな ごてんやまだいこ　だんぱ 地域名

団体名

事業の目的

・公民館祭り

２月

御殿山太鼓「男波」 会員数

まつばら　ゆうき

番号 ② 活
動
分
野

ふりがな

kyodo-p
タイプライターテキスト
14

24147
テキストボックス
地域行事の活性化と御殿山太鼓の保存と伝承



　■旧ユニフォームで参加 　■購入した短胴大太鼓
　　　　（八幡神社祭典）

　■購入した新ユニフォーム（Tシャツ）で参加 　■購入した新ユニフォーム
　　　　（八幡神社祭典）

　■太鼓の練習をする子供達 　■公民館まつり参加

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 30 　　年 5 月 30 日から

( 円） 平成 31 　　年 3 月 22 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

６月 ８月 ９月 １０月 １月 ２月 ３月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

落合

・月例会
・秋季落合宿大
会

１１月

・第２３回大
会
・第３回議長
杯

１２月

平成３０年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

事業の目的

ふりがな おちあいまれっとごるふあいこうかい 地域名

団体名 落合マレットゴルフ愛好会 会員数

地区

人

･月例会
・東部六地域第2
回大会

・月例会
・マナーと
ルール講
習会

５月

・月例会
・春季落
合宿大
会

・落合三世代マ
レットゴルフ交流
会
・月例会

・月例会
・市民総
合体育
大会

・初
打ち

・月例
会

□先進地視察研修により、別紙「視察研修報告書」のような成果があり改めてマレットゴルフに対する認識を深めること
が出来た。
□備品として、役員用のスポーツベストを購入し、役員に貸与した。よって、各種大会運営にそれぞれの係が明確と自
覚により参加者からも好評を得た。
□他団体（落合老人クラブ連合会、体育協会落合支部、JA）が主催する大会の運営を愛好会が担当することにより、
地域との交流を深めることが出来た。
□目標に掲げていた東部地域内の未組織地区に２つの愛好会が設立できた。
（１　神坂・馬籠地区「M＆Mマレットゴルフ愛好会」会員16名）
（２　山口地区「山口マレットゴルフ愛好会」会員31名）

・第２２
回大会

番号

井口　篤

番号

　マレットゴルフは、森林を活用した自然の中で、手軽に子どもからお年寄りまで個々の技量で出来るスポーツです。歩
きながら、笑いながら楽しめ、地域の活性化、健康づくり、高齢者の福祉健康づくりに寄与することを目的とする。

具体的な活動内容

□月例会、３大大会、東部六地域交流会、三世代交流会、ルール講習会を開催し、落合地区だけでなく広く多くの方
と、子ども達とのふれあい交流会を開催する事ができた。
□ボランティア活動として、落合石畳マレットゴルフ場の清掃作業、毎月１回行うことができた。
□協会の大会及び、他地域の大会にも参加してマレットゴルフの楽しさと仲間づくりができた。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

事
業
分
類

100

1,707
・月例会　278人　・毎月練習　347人
・毎月清掃　455人
・３大大会　121人　・三世代交流会　64人
・東部六地域交流会　78人　・落合宿大会　179人
・中学生との交流会　49人　・その他大会　316人

マレットゴルフの普及を通して高齢
者の居場所と健康づくり事業

活
動
分
野

①②

延べ
参加人数

内（会員数）

いぐち　あつし

事

業

内

容

ふりがな

７月

・月例会
・第1回落合
石畳MG場大
会
・先進地視察
研修

今後の展開（自立に向けた活動）

□大会を多く開催することにより、より多くの方がマレットゴルフ場を利用することができた。今後も健康促進を目的に大
会を増やしていく。
□学校とも連携を図りながら、三世代ふれあい交流やファミリーでの利用者を増やしていく。

1,887

451,080

代表者名

事業名

kyodo-p
タイプライターテキスト
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　■先進地視察研修

　■ユニフォーム及びポーチ 　■三世代マレットゴルフ交流会

　■中学生との交流会

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
タイプライターテキスト
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24147
テキストボックス
 30
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人（ 人）

平成 30 　　年 5 月 31 日から

平成 31 　　年 2 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

６月 ８月 11月   12月～2月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　人

事業名

( 平成30 )年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな ブラック　ビー　クラブ 地域名

団体名 BLACK BEE  CLUB 会員数

地区

事
業
分
類

番号 活
動
分
野

 番号

事

業

内

容

事業の目的

　付知町では、昔からハイバチを飼養して蜂の子やイナゴを捕獲し食べることで食生活に
おける滋養分を補う食虫文化がある。
　この地元に残る文化を次世代へ継承し世代間交流による地域づくりを目的とし、地元の
若い人たちに蜂を飼い育てたヘボ（蜂の子）を食べてもらうという体験を通じ、高校生から
高齢者まで交流を図りながら次の世代に受け継ぎ地域の活性化につなげる。

具体的な活動内容

　育てる蜂の巣を見つける蜂追い体験から巣箱の設置・飼育、蜂の幼虫抜き体験や調理
をして試食。
蜂追い体験等を楽しみながら世代を超えた交流を行い、活動の活性化と継続して活動し
ていくために関わる人を増やしていく。
　付知　BLACK　BEE　CLUBはい蜂コンテストの開催（蜂抜き体験、試食会、講演会）、蜂
追い体験の開催、他地区のはい蜂コンテストへの参加、新商品開発、販売。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

・第19回付知BLACK　BEE　CLUBはい蜂コンテストを開催し、県内外から多くの蜂の巣を
出品していただき、盛大に開催することができた。講演会では立教大学の野中教授やフー
ドコーディネイターの上村氏からはい蜂についていろいろな話を聞くことができました。ま
た、蜂ぬき体験や試食会を行い、訪れた方々にはい蜂の良さを知っていただきました。
・他地区のはい蜂コンテストに参加し、情報交換ができた。
・蜂に興味のある、若者を１０名程度募集したが、あつまらなかった。PR不足。

今後の展開（自立に向けた活動）

　地域に伝わる伝統的な食文化を若者たちに継承し、情報発信することで地域資源の魅
力アップにつなげていく。また、昆虫食は昨今注目を浴びており、当地域ではヘボは高級
食材として取引されており、新商品の開発などにも取り組み多くに人に地域資源として再
発見してもらい、安定的な出荷をおこなうことにより、収入が増やしていく。

付知

21

21

総会　１３人、はい蜂ぼい　２６人、コンテ
スト打合わせ　１５人、　他地区はい蜂コ
ンテスト　１３人、付知はい蜂コンテスト　１
２０人、反省会　１５人

ハイバチで地域づくり
～食文化を次世代につ繋ぐ～

　　　　　　　　３２１，９０７円
実施期間

はやかわ　としひろ

延べ
参加人数

内（会員数）

早川　利廣

・総会
及び親
睦会

・付知　BLACK
BEE　CLUB　蜂
追い

・蜂ぼ
い会

・第19回付知
BLACK　BEE
CLUB　はい蜂
コンテスト打ち
合わせ会

・山中湖東京大学演習林蜂
追い駆除
・加子母はい蜂コンテスト参
加
・第19回付知　BLACK　BEE
CLUB　はい蜂コンテスト

202

総事業費

内（補助金額）

ふりがな

代表者名

７月 ９月 １０月

・串原へぼまつり
参加
・付知　BLACK
BEE　CLUB反省
会

・書類整理、完了報
告書、活動報告書等
作成

　　　　　　（　　２００，０００円）

kyodo-p
タイプライターテキスト
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

第１回 はい蜂ぼい打ち合わ

コンテスト用 巣箱からの取り出し

第１回 はい蜂ぼい

付知はい蜂コンテスト 講演

コンテスト はい蜂抜き体験 南アフリカノースウエスト大学教授との交

kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 30 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 31 　　年 2 月 28 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの進展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ６月 ７月 ８月 １１月 12月 １月 ２月

団体名 フラワーオブライフin中津川 会員数

地区

　人6

平成３０年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな ふらわーおぶらいふいんなかつがわ 地域名 中津川

総事業費
実施期間

内（補助金額） 42,231

ふりがな はせがわ　みか

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
長谷川　美佳

事業名

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

①番号

事

業

内

容

事業の目的

　食の安全、食の大切さ、体のすばらしさを、未来を担う子どもを
　育てている親さんに知っていいただく。

具体的な活動内容

　6月食の勉強会のテーマは油の話や最先端の食事法を学ぼう。
　50名程参加。
　7月園の先生方の研修で24名の保育に携わる方に観ていただく。
　〃 岩村でベジ弁当（自然農法）付きの上映会14名。
　11月黒川でも弁当つき上映会。午前の部、午後の部で26名。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　以前蛭川で映画を観ていただいた方から上映会をして欲しいと声を
　かけていただき、計4回の上映会と食の勉強会を開催。市外での開催
　も2度実施しまた。
　市外での開催にも関わらず、市内の方にも来ていただきました。

今後の展開（自立に向けた活動）

　参加費から勉強会・上映会にかかる費用を補ことができ、余剰分は
　今後の活動資金とすることができた。今後は関心のない人に向けて
　のPRも考えていきたい。
　今年は講師を呼んでのイベントは実施できなかったので、
　相談し計画していく。

「みつばちと地球
とわたし」エコエコ
上映会

食の勉強会
依頼企画実
施

「甦れ生命の
力」上映会
（岩村）

「甦れ生命の
力」上映会
（黒川）

「甦れ生命
の力」上映
会
（中津川）

4

命と食の大切さをつなぐ

123

102,269

kyodo-p
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

幼稚園の先生方の研修 岩村上映会

自然農法無農薬ベジ弁当を食べな
がらの感想交流会

甦れ生命の力アンケート

無農薬ランチ
上映後の感想・意見交

添加物についての勉強会
クイズ（幼稚園にて）

kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 30 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 31 　　年 2 月 28 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの進展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ６月 ７月 10月 11月 １月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

団体名 四ッ目川の桜と環境の会 会員数

地区

　人

平成３０年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな よつめがわのさくらとかんきょうのかい 地域名

総事業費
実施期間

内（補助金額） 50,000

ふりがな つ　　げ　　　　た　つ　お

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
柘 植  龍 雄

事業名

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

③番号

事

業

内

容

事業の目的

　四ッ目川の桜の木は、植林されて７０年が経過して老木化しているが、
　出来るだけ長く楽しめるようにしたい。
　河川敷の草刈りにより、景観を良くし地域の防災･防犯に役立てたい。
　そして目指すは、地域の魅力 Up↑ Up↑

具体的な活動内容
　

 ・桜の施肥　　　　　　　　　　　　　　　・枝打ちと河川敷の草刈り

 ・区のますつかみ大会の手伝い　　　　　　・桜の写真展

 ・台風後の桜の見回り

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　さくら橋より下流の景観がとても良くなった。
　桜の切った枝は、ボランティア袋５０袋にもなり大変だった。
　桜の写真展は好評を博し、恵峰ホームニュースに掲載された。

今後の展開（自立に向けた活動）

　立ち上げ部門では、さくら橋より下流の整備のみにとどまりましたが、
　より難関であるさくら橋より上流の整備に果敢に挑んで行きたい。

３月の草刈りに向
け準備

桜の施肥  区の｢ます
つかみ大会｣
の手伝い

台風後の見
回り

桜の枝打ち
と河川敷の
草刈り

桜の写真展

171

53,055

実　戸

10

59

四ッ目川の桜と環境の整備

kyodo-p
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

１０月：台風２１号･２４号･２５号後の見回りを

実施｡

この写真は一色側のもので､根元から倒壊した｡こ

の後､建設課は速やかに撤去してくれた｡

これ以外にも倒木あり､枝が折れるは多数｡

６月１０日：市内一斉清掃と同時に さくら橋周辺

の桜に､会員及び区民により施肥を実施｡

肥料は､建設課より支給されたグリーンパイル

５０本。

金テコで深さ３０㎝ほどの穴をあけグリーンパイル

を木ハンマーで打ち込む。

１１月１０日：「桜の整備作業｣をボランティ

アを募集して行った｡さくら橋より下流の桜の

脇枝を払う､テングス病のある枝を切る､それ

を裁断しボランティア袋に詰める(50袋)｡ 河

川敷の草刈りも実施。

会員１０名､その他１６名が参加。

７月14日：翌週に実戸区で行われる｢ますつかみ大

会｣のために､会員で草刈りを実施。

その１０日ほど前､梅田組が草刈りをしてくれたが､

草はすぐ伸びる。

酷暑の中､２時間ほど。

１月６日：実戸区の新年会に合

わせ｢桜の写真展｣を開催した｡

｢恵峰ホームニュース｣にも取り

上げられた。
（平成31年1月19日(土)発行）
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